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改
憲
攻
撃
を
加
速
さ

せ
る
安
倍
政
権

十
一
月
六
日
　
防
衛
省
沖
縄
防
衛

局
は
、
辺
野
古
沖
の
二
か
所
で
新

た
な
護
岸
工
事
を
開
始
し
た
。
同

じ
日
、
東
京
で
は
日
米
首
脳
会
談

が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
の

工
事
強
行
に
は
、
辺
野
古
の
新
基

地
建
設
を
「
唯
一
の
解
決
策
」
と

す
る
日
米
合
意
を
〝
日
本
側
は
し

っ
か
り
と
進
め
て
い
ま
す
よ
〟
と

ト
ラ
ン
プ
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ね
ら

い
が
あ
っ
た
ろ
う
。

十
一
月
八
日
　
自
民
党
の
憲
法
改

正
推
進
本
部
（
細
田
博
之
本
部

長
）
は
、
週
明
け
（
十
三
日
の

週
）
か
ら
憲
法
「
改
正
」
を
め
ぐ

る
党
内
論
議
を
再
開
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
年
内
に
も
改
憲
素
案
を

と
り
ま
と
め
、
来
年
の
通
常
国
会

で
の
発
議
を
め
ざ
す
構
え
だ
。

十
一
月
十
日
　
文
部
科
学
省
は
、

学
校
法
人
「
加
計
学
園
」
が
運
営

す
る
岡
山
理
大
の
獣
医
学
部
新
設

を
「
可
」
と
す
る
答
申
を
行
な
っ

た
。
こ
の
間
追
及
さ
れ
て
き
た

数
々
の
疑
念
が
ま
っ
た
く
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
中
で
の
認
可
強
行
で

あ
る
。

十
一
月
十
日
　
自
民
党
の
森
山
国

会
対
策
委
員
長
は
、
国
会
の
委
員

会
に
お
け
る
与
野
党
の
質
問
時
間

の
配
分
を
「
２
対
８
」
か
ら
「
５

対
５
」
に
変
更
す
る
よ
う
に
要

求
。
野
党
は
議
会
制
民
主
主
義
に

反
す
る
と
強
く
反
発
し
て
い
る
。

十
一
月
十
一
日
　
朝
鮮
半
島
近
海

で
、「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」

「
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
」

「
ニ
ミ
ッ
ツ
」
の
三
隻
の
米
空
母
、

イ
ー
ジ
ス
艦
一
一
隻
な
ど
が
参
加

す
る
合
同
軍
事
演
習
が
は
じ
ま

り
、
韓
国
軍
と
と
も
に
、
海
上
自

衛
隊
の
「
い
せ
」
な
ど
三
隻
の
護

衛
艦
と
戦
闘
機
が
加
わ
っ
た
。
空

母
三
隻
の
同
時
投
入
は
一
〇
年
ぶ

り
で
き
わ
め
て
異
例
と
い
う
。
朝

鮮
に
対
す
る
あ
か
ら
さ
ま
な
軍
事

的
挑
発
で
あ
る
。
朝
鮮
労
働
党
機

関
紙
『
労
働
新
聞
』
は
、
こ
の
演

習
を
「
軍
事
的
脅
威
に
よ
る
恐

喝
」
だ
と
き
び
し
く
非
難
し
た
。

以
上
は
、
こ
こ
数
日
間
の
出
来
事

の
中
か
ら
、
総
選
挙
後
の
政
治
状

況
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
事
例
を
抜
き
出
し
た
も
の

だ
。
そ
こ
に
は
、
衆
院
選
の
「
大

勝
」
を
バ
ネ
に
改
憲
と
戦
争
国
家

化
の
歩
み
を
よ
り
加
速
さ
せ
て
い

る
安
倍
政
権
の
傲
慢
で
強
権
的
な

姿
勢
が
現
わ
れ
て
い
る
。

民
進
党
の
解
党
劇
を

め
ぐ
っ
て

十
月
二
十
二
日
投
開
票
の
衆
議
院

選
挙
は
、
自
公
で
三
一
三
議
席

（
自
民
二
八
四
・
公
明
二
九
）
を

占
有
、
全
議
席
の
三
分
の
二
（
三

一
〇
）
以
上
を
確
保
す
る
与
党
の

「
大
勝
」
に
終
わ
っ
た
。
立
憲
民

主
が
五
五
議
席
で
野
党
第
一
党
と

な
っ
た
。
他
の
党
の
議
席
は
、
希

望
五
〇
、
共
産
一
二
、
維
新
一

一
、
社
民
二
、
無
所
属
二
二
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
選
挙
結
果
を
、
得
票
率

で
み
る
と
、
自
民
の
小
選
挙
区
の

得
票
率
は
四
八
％
、
比
例
代
表
の

全
国
得
票
率
は
三
三
・
三
％
（
全

有
権
者
数
に
し
め
る
得
票
数
の
割

合
を
示
す
絶
対
得
票
率
だ
と
わ
ず

か
一
七
％
）
に
す
ぎ
な
い
。
有
権

者
の
自
民
党
へ
の
支
持
は
獲
得
議

席
に
現
わ
れ
た
数
字
よ
り
は
る
か

に
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、

「
モ
リ
カ
ケ
」
疑
惑
等
の
逆
風
も

あ
り
、
選
挙
直
前
の
各
種
世
論
調

査
で
は
、
内
閣
不
支
持
が
支
持
を

上
回
る
結
果
が
出
て
い
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
自
民
が
全
体
の
六
二

％
も
の
議
席
を
確
保
し
「
大
勝
」

で
き
た
大
き
な
要
因
は
、
大
政
党

に
有
利
に
働
く
小
選
挙
区
制
度
の

弊
害
と
野
党
の
分
裂
・
混
乱
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

選
挙
前
の
九
月
二
十
六
日
に
、
安

保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
主
義
の
回

復
を
求
め
る
市
民
連
合
（
市
民
連

合
）
は
、
数
年
来
の
戦
争
法
や
共

謀
罪
反
対
運
動
で
の
共
闘
の
蓄
積

を
踏
ま
え
て
、
野
党
四
党
（
民

進
・
共
産
・
社
民
・
自
由
）
と
市

民
運
動
と
の
協
力
の
必
要
性
と
七

項
目
の
基
本
政
策
（
安
倍
政
権
が

進
め
る
改
憲
反
対
、
秘
密
保
護

法
、
安
保
法
制
、
共
謀
罪
法
な
ど

の
白
紙
撤
回
、
原
発
再
稼
働
を
認

め
ず
原
発
ゼ
ロ
実
現
を
目
指
す
、

「
働
き
方
改
革
」
反
対
な
ど
）
を

内
容
と
す
る
要
望
書
を
四
党
の
幹

事
長
・
書
記
局
長
に
提
出
し
、
基

本
的
な
合
意
が
な
さ
れ
た
。
し
か

し
そ
の
直
後
に
民
進
党
代
表
の
前

原
が
民
進
党
の
解
党
・
希
望
の
党

へ
の
合
流
に
走
っ
た
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
の
四
野
党
と
市
民
の
共
闘

は
崩
壊
し
た
。
こ
の
政
変
劇
は
、

直
接
的
に
は
前
原
と
小
池
、
そ
し

て
連
合
の
神
津
が
主
導
し
た
が
、

そ
こ
に
は
野
党
共
闘
の
破
壊
と
護

憲
勢
力
の
国
会
か
ら
の
駆
逐
・
一

掃
を
望
む
日
本
会
議
な
ど
に
代
表

さ
れ
る
改
憲
派
総
体
の
意
思
が
反

映
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
ま
が
り
な

り
に
も
先
の
七
項
目
の
線
を
守
り

一
体
と
な
っ
て
野
党
共
闘
の
中
軸

を
担
っ
て
き
た
民
進
党
は
解
体
さ

せ
ら
れ
、
右
派
部
分
が
希
望
の
党

に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
で
、
国
会
内

の
改
憲
勢
力
の
全
体
的
な
伸
張
を

許
す
こ
と
に
な
っ
た
。
自
民
・
公

明
・
希
望
・
維
新
を
合
わ
せ
た
改

憲
派
の
議
席
は
全
議
席
の
八
割
を

超
え
た
。

一
方
で
、
民
進
党
内
の
合
流
路
線

に
反
対
し
野
党
共
闘
の
堅
持
を
志

向
す
る
勢
力
が
立
憲
民
主
党
を
結

成
、
小
池
の
露
骨
な
「
排
除
」
発

言
を
嫌
悪
し
た
世
論
の
支
持
を
獲

得
し
、
安
倍
政
権
へ
の
批
判
票
、

無
党
派
層
の
票
を
取
り
込
ん
で
躍

進
し
、
野
党
第
一
党
に
躍
り
出

た
。
立
憲
民
主
、
共
産
、
社
民
の

野
党
三
党
と
市
民
運
動
と
の
共
闘

態
勢
も
維
持
さ
れ
た
。
選
挙
戦
で

は
、
共
産
が
全
国
六
七
の
小
選
挙

区
で
独
自
候
補
者
を
取
り
下
げ
る

な
ど
の
選
挙
協
力
が
行
な
わ
れ
、

北
海
道
で
は
、
一
二
選
挙
区
の
う

ち
五
選
挙
区
で
、
新
潟
で
は
、
六

選
挙
区
の
う
ち
三
選
挙
区
で
、
野

党
統
一
候
補
が
自
民
党
候
補
に
勝

利
す
る
な
ど
の
成
果
が
あ
っ
た
。

沖
縄
で
は
、
四
選
挙
区
の
う
ち
、

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
候
補
が
三
選

挙
区
で
勝
利
し
た
。
こ
れ
ら
の
地

域
は
、
反
基
地
闘
争
が
強
固
に
展

開
さ
れ
て
い
る
沖
縄
は
も
ち
ろ

ん
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
運
動
（
北
海

道
）、
あ
る
い
は
原
発
再
稼
働
反

対
運
動
（
新
潟
）
と
い
っ
た
大
衆

的
な
闘
い
の
基
盤
と
そ
れ
に
根
差

し
た
共
闘
態
勢
が
従
来
か
ら
で
き

て
い
た
地
域
で
あ
る
。

立
憲
民
主
党
の
主
要
メ
ン
バ
ー

は
、
枝
野
自
身
が
「
リ
ベ
ラ
ル
だ

と
言
わ
れ
る
が
自
分
は
保
守
だ
」

「
安
倍
改
憲
に
は
反
対
だ
が
護
憲

派
で
は
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
と

お
り
、
本
来
的
に
は
改
憲
を
志
向

す
る
勢
力
で
あ
る
し
、
独
占
資
本

の
支
配
を
前
提
と
し
て
思
考
・
行

動
す
る
人
び
と
だ
。
一
例
を
あ
げ

れ
ば
、
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
に

関
し
て
、
こ
の
党
は
、「
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
」
だ
と
し
て
い
ま
だ
基
地
建

設
反
対
の
立
場
に
立
っ
て
は
い
な

い
。
そ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
か
れ
ら
が
野
党
共
闘

と
七
項
目
の
ラ
イ
ン
に
踏
み
と
ど

ま
っ
た
の
は
、
戦
後
一
貫
し
て
闘

わ
れ
て
き
た
反
戦
平
和
・
護
憲
の

運
動
の
蓄
積
と
そ
の
な
か
で
培
わ

れ
た
力
が
そ
う
さ
せ
た
か
ら
だ
。

し
か
し
逆
に
言
え
ば
、
運
動
が
弱

ま
り
世
論
が
右
傾
化
す
れ
ば
、
か

れ
ら
は
権
力
の
側
に
引
っ
張
ら
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
安
倍
政
権
が
遮
二

無
二
進
め
る
改
憲
攻
撃
を
阻
止
す

る
た
め
に
幅
広
い
勢
力
の
結
集
を

め
ざ
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
三
野

党
と
市
民
運
動
と
の
共
闘
を
支
持

す
る
。
だ
が
、
従
来
か
ら
主
張
し

て
い
る
と
お
り
、
選
挙
闘
争
や
院

内
で
の
野
党
の
抵
抗
、
国
会
周
辺

の
街
頭
行
動
中
心
の
運
動
で
は
限

界
が
あ
る
。
職
場
生
産
点
や
学

園
、
各
地
域
に
お
け
る
、
広
範
な

大
衆
的
討
議
と
意
思
統
一
に
も
と

づ
く
運
動
を
再
構
築
す
る
こ
と
が

絶
対
に
不
可
欠
だ
。
そ
し
て
、
そ

の
闘
い
の
先
頭
に
労
働
者
・
労
働

組
合
が
立
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
日
本
国
憲
法
が
掲

げ
る
理
念
、
世
界
平
和
を
実
現
し

労
働
者
人
民
の
諸
権
利
を
守
り
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
資
本
主
義

体
制
を
打
倒
し
新
し
い
社
会
を
創

り
出
す
理
論
と
組
織
を
そ
な
え
た

運
動
が
展
望
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。自

民「
大
勝
」の
も
う

一
つ
の
要
因

自
民
党
が
選
挙
で
「
大
勝
」
し
た

も
う
一
つ
の
重
要
な
要
因
は
、
麻

生
が
い
み
じ
く
も
「
自
民
の
勝
利

は
明
ら
か
に
北
朝
鮮
の
お
か
げ
」

と
語
っ
た
よ
う
に
、
安
倍
政
権
が

「
北
朝
鮮
の
軍
事
的
脅
威
」
を
ヒ

ス
テ
リ
ッ
ク
に
煽
り
、
み
ず
か
ら

の
支
持
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
こ

と
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
る
朝
鮮

敵
視
政
策
の
展
開
に
よ
っ
て
、
日

本
人
民
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な

虚
偽
宣
伝
が
ま
っ
た
く
無
批
判
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
土
壌
が
で
き
あ

が
っ
て
い
る
。
米
朝
間
の
緊
張
が

高
ま
っ
て
い
た
こ
の
時
期
、
安
倍

は
「
北
朝
鮮
の
脅
威
か
ら
国
民
の

命
と
平
和
な
暮
ら
し
を
守
り
抜

く
」「
そ
の
た
め
に
は
安
定
し
た

政
権
が
必
要
」
と
の
宣
伝
文
句
を

非
常
に
効
果
的
に
使
っ
た
。

野
党
の
側
も
朝
鮮
敵
視
政
策
に
完

全
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
朝
鮮

の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
訓
練
が
行
な
わ

れ
る
た
び
に
、
国
会
は
与
野
党
全

会
一
致
で
非
難
決
議
を
あ
げ
て
き

た
。
日
本
共
産
党
は
、「
対
話
に

よ
る
平
和
的
解
決
」
を
口
に
は
す

る
も
の
の
、
六
か
国
協
議
を
含
む

朝
米
間
の
交
渉
の
過
程
で
対
話
の

道
を
閉
ざ
し
た
の
は
米
帝
国
主
義

の
側
で
は
な
く
朝
鮮
の
側
だ
と
の

間
違
っ
た
認
識
に
立
っ
て
い
る
。

ま
た
「
経
済
制
裁
」
は
行
な
う
べ

き
だ
と
し
て
い
る
。
対
朝
鮮
「
制

裁
」
に
つ
い
て
は
、
国
連
の
キ
ン

タ
ナ
特
別
報
告
者
が
十
月
二
十
六

日
に
行
な
っ
た
講
演
の
中
で
「
生

命
に
関
わ
る
経
済
分
野
に
打
撃
を

与
え
、
人
権
状
況
に
影
響
が
出
て

い
る
」
と
そ
の
否
定
的
影
響
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
が
、
共
産
党

は
こ
う
し
た
指
摘
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

先
の
日
米
首
脳
会
談
は
、
安
倍
が

朝
鮮
に
対
す
る
軍
事
力
行
使
も
選

択
肢
の
一
つ
と
す
る
ト
ラ
ン
プ
の

立
場
を
支
持
し
、
両
国
が
「
圧
力

を
最
大
限
に
高
め
る
」
こ
と
を
確

認
し
た
、
非
常
に
危
険
な
弾
劾
す

べ
き
内
容
の
会
談
だ
っ
た
。
だ

が
、
こ
の
会
談
に
つ
い
て
、
十
一

月
六
日
、
立
憲
民
主
党
の
福
山
幹

事
長
は
、「
北
朝
鮮
情
勢
が
緊
迫

し
て
い
る
中
で
、
日
米
の
首
脳
が

緊
密
に
話
し
合
い
を
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
率
直
に
評
価
し
た
い
」

「
圧
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い
て

は
一
定
評
価
す
る
」
と
の
許
し
が

た
い
談
話
を
発
表
し
た
。

朝
鮮
敵
視
と
い
う
点
で
は
、
国
会

内
は
す
で
に
大
政
翼
賛
会
的
な
体

制
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。

冒
頭
で
、
米
空
母
三
隻
と
日
韓
の

艦
船
の
軍
事
演
習
の
例
を
あ
げ
た

が
、
米
日
韓
に
よ
る
戦
争
挑
発
行

為
は
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
、
今
後
も
軍
事
的
緊
張
は
続
く

だ
ろ
う
。
安
倍
た
ち
は
そ
う
し
た

状
況
を
最
大
限
利
用
す
る
。
朝
鮮

敵
視
政
策
と
の
闘
い
は
、
安
倍
政

権
と
の
闘
い
、
改
憲
阻
止
の
闘
い

に
お
け
る
最
重
要
の
試
金
石
な
の

だ
。�

【
大
山　

歩
】

朝
鮮
敵
視
政
策
と
の
闘
い
は
最
重
要
の
試
金
石

総
選
挙
後
の
政
治
状
況
と
労
働
者
人
民
の
闘
い

ト
ラ
ン
プ
の
戦
争
準
備
の
た
め
の
訪
日
・
訪
韓
反
対
！

大
使
館
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
歩
道
で
不
当
に
規
制
す
る
権
力
に
抗
議
す
る
韓
統
連
を
は
じ
め
と
し
た
行
動

参
加
者
。︵
十
一
月
三
日
の
「
Ｎ
О
︵
ノ
ー
︶
ト
ラ
ン
プ
行
動
」
駐
日
米
国
大
使
館
前　

関
連
記
事
四
面
︶

朝
鮮
は
い
ま

─
─ 

米
日
韓
の
戦
争
政
策
と
「
制
裁
」
の
な
か
で

講
師
＝
李リ 

昌チ
ャ
ン 

興フ
ン（
在
日
本
朝
鮮
人
教
職
員
同
盟

中
央
本
部  

副
委
員
長
　
　
）

12
月
２
日
㈯　

13
時
〜　

本
郷
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ル

︿
Ｈ
О
Ｗ
Ｓ
企
画
﹀


